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Ⅱ　サン・パウロ州の社会
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である。人文研の諸氏，とくに， i宣桜，間接にわたく

しに刺激をりえて下さった斉藤広志悌士に，感謝の意

を炎したL、。

サン・パウロ，）十［の社会

プヲジノレ日系人の社会的地位の現泌と将来ーを考えるた

めに，社会的成層｛Socialstrati五cation）と社会的流動性

(Social mobility）の視点から，ブラジル社会（住l），とりわ

け，ブラジル日系人の80%近くが住むサン・パウロ州の

社会を分析しておこう。

(1）社会的成層と職業

社会的成層は，有機的な社会の生存のために，形成さ

れると樗えられる。社会の生存に必要ないろu、ろな役割

に対して，段通の人的資源の配［立が行なわれるように，

おのおのの役剖の重要性や困難に応じて，適当な誘因，

すなわち，地位が定められている。このi誘同は，精神的

なもの（たとえば，尊敬〉と物質的なもの（対，サーピス

の供与）からなる。社会的成層の研究のオペレーショナ

ルな指様として，職業を用いることができる。職業は，

社会的役割と同義語であり，それゆえに地位を表わすか

らである。

ととろ手， f土会的成層の理論を現実に適用ナる際に，
除外があることを忘れてはならない。現実の性会は， i智

活tDJの抗"r人緊張を含みながら，発J:LH続けている。階

居間の関係は，政治的な支配，経済的優位，社会的差別

（人極，宗教などによる〉などの表現在とっている。こ

の小論でも，主として，社会的成層の理論に依拠しなが

ら，そのような側面にも留意していきたい。

ブラジノレ日系人の根拠地であるサン・パウロ州の社会

的成層ι職業と階層に関する調査から，明らかにする
ことから声合めよう。

1958年に，ザン・パウロ市民を対象に調査を行なった

ノ、ソ Tンソンは，第1表の結果を得た。その後，より新

Lいデーヲがないため，この結果を使用する。

日

三

＝＝ 

サン・パウロ市に2年滞在している聞に，ずいぶん多

くの日系人（一世とブラジル生まれのこ二世など）と会うこ

とができた。人口約600万の大サン・パケロ都市置に，

20万人近くの日系人がいるので，市民の30人に 1人は，

I l系ヘである。地区によっては，パスの乗客の半数以上

がIi系人になることも珍しくない。

間交の事務職員，学生，近郊や実地J）移民．市内の自

！！｜業育や商店主，霧天市の青物！告など，いろいろな職業

の日系人と接触し，得がJ

ブラジ／レに来て l年後に，長男が5住＊れ，自分の身辺に

ブラジル悶籍をもっ二世が出現したため，わたくしも，

いつしか，自らをブラジル日系人の社会（いわゆるコロ

ニア〕の一員として考えることをせまられるようになっ

た。この小論を書き始めたのも，おおげさにいえば，同

胞の皮過に他人ごとなら主る関心をもつからというても

よ十。

なお，この問題に関しては， f:f名な1958年のブラジル

日系人実態調査以後に，本格的（i:fs:{,;l尽査が実施されて

ヰ）らず，この小論でも，かなり c',',、すごーケを使わざるを

えなかったこと，それを補うため， 2次資料や個人的な観

察，見聞を基礎にしたことを，おことわりしておきたい。

(jj:) ニゾ〉小論は，十ン・ハウロ iiiγ，11ぷ任会科学

台，知識人の研究グループである十ン・ハ，：， p 人文FI 

ii!f ・'J'E所の月例講演シ＇・＇. <, 「10'1・；，；の 11系コロ二

・, J .＇）一環として，わナ；しカー 刊行 2月に発表した

ートを，その後かt;'! ｝：、私i：：伶tl.Tと燥させたもの
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れは，教育の普及，インフレなどによるものであろう。

全体として，ハッ Fンゾンの潜層と職業の序列は，今日

も妥！；するとみてよいであろう。

(;;1 辻会的流動性と教育

ハッチンゾンは，サン・パウロ市民を対象に，職業の

地位評価の調査を行なった際に，その判断基準を質問し，

次の結果を得た。

」e～＿.，....叫一連草地報畿一〕～J 「ザ4 日九一」－「－～ー～d 「ー，ー」一、－－ザーザー－一

D.事務員一一叩中級以トの事務員，版，／c外交tl，会計
九書記，，；＇／＇. j，会計係， , , 1 ,--, ~I；た r に：＂！＇人， 1,1;

fl.，小学，j'¥':1, 

E, I勾体ノJ例尚一一ノミンベが，，；('.f)'./, ラレ／〆tが，靴

Ii:, {j iffj人，バン陪，空手・rr，車｝令？下，運転 F，機械r,
1:n, ！、 i;~ 語：（sitiante), /J'~ 業 )if動向

(IP.所） Beltγam Hutchinson, d al., lvfobilidade e 

traballw (Rio, 1960), p. 77. 

職業の地位評価0）高基準

43% 
:l7'% 

17% 

10% 

下勝（日）の職業について

ill.＇.、数 fr,教室主
jJ＼.ぜ、i五人
殺し v～／f',L、，
Jよ！休 JiN'!J
低い貸任
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47% 

45% 

22% 

J:f,,,l(A)Ul職業について

（：，；、教ff，ねX
lfft.f;草の1'Hf. ,r, 
弘i生
I；ιb L、Wl人

第3袋

第 1表の職業の評価が今日も妥当するかいなかを，最

近の職業引収入水準の調査 C:fi 2 "Jめとてら Lあわせ，

確かめてみる。たお，第 2 ｝ミク）~局何は，全ti;,f,i;t 1.r象に
はしていなし、が，大体の傾向が;r＞がる。

d 

（出所〉 Hutchinson, et al., p. 39. 
c;n 2以I二ν，J;t i¥1そあげた同符白F、Jこめ，総:tlli
lOOo/oをこ To

ぐ

第2表

ここで注目に値するのは，教育水準が，収入の大小と

ならんで，最も評価の高い職業と最も地位の低い職業に

共JLijする基準としてあげられていることである。教育水

1＼たが，地位評価の一五当主であるとすれば，サン・ノどヴロ

の社会では，大良国主などを徐け；;f，上回、必のほとんど

の職業が，教育と能力しだいで行ないうるものなので，

教育と社会的地位（とくに親の）との関係，すなわち，

教（fが世代i渇の社会的上昇に果たす機能を調べる必要が

あらと思う。要するに、貧乏人のfでも，大学をll＇，亡、

高い地位と職業を手に入れられるか，という問題である。

職業によって，一定の地位が定まるという現象が，社

会のいろいろな役割に対し，合理的な人員配置をするた

めだとすれば，社会的流動性は，その社会の階層ピラミ

ッにの形によって， Iたまってくるであ乃う。

たとえば Siという社会が，上下の階層間の収入，文

化水準の隔差の大きい，いわゆるとがったピラミッドの

社会であるとする。 s，では，有能な人材は，全体どし

て， ［：層から出現する。 1入の入tillが成人までの問に得

る知的能力は，教育，教養によると忠われるが，教育ち

教養も，各階層の経済力，文化水準によって，限定され

てくるものである。こうして，エリートと大衆という区

別抗存続する。

ばけに，上下の社会階層潤の生活水準に大きな定がな

い S，という社会では， 1人の人間が獲得する知的能力

は，かれの能力と努力しだいで，親の水準を越すことが

可能であろう。この社会では，社会的流動性が大である
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第1表，第2表対比から，上層（A）の弁護上，中間（C,

D〕の中学教師，秘書，小学教師，タイピストなどの収

入が，地位に比して，低下した三とが明らかである。こ
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から， 上Fの階層聞の宅；土，さらに結まるてとになる。

S1と民の社会t土， 二つの両1阿部な想定ぎあるが，；夜

史的に見て， S，から S，への移行が緩急の楚はあっても

現代文明を代表する悶々でみられfてこの移行に際して，

f間賞の公！士教育制度が、大きな々になった仁う？ある。

社会的成腐と人的資源配置の理論からいっても，教育の

流動性機能が大きいほうが，全什会的観点かれ見て，よ

川合理的人材配置と全体の知的水準の向上を仁たらすで

あろうことが予想、できる。

サン・パウロの社舎は、 s，よりも s，に近い社会と脅
えられる...I斗速の所件分記の調伐でiま，プ弓ジルの社会

は，極端に鋭いピラミッド型を泉している（；け）。サン・

パヴロ州は，そのピラミ、ソドの上部を代表すると思われ

＜，が，やit i) より，J、さいながら仁、鋭Lペ仁子 1ッドで

あることに変わりはないい3¥

ブラジノレの工業化は，コーヒーなどの第1次産品の輸

/1＼の不振II山生じた中iw7，能力の減退を補うナてんべ輸入代

替方式をとることにより，人為的に促進されたのである

が，その王手段として，短期間に，大最の外関資本と技術

n導入がifなわれたc このため守労働力過科♂） ~／ラジ IV

L 資本集約的近代工業が，サン・パウロ州を中心に，

集中的に移植された。との結果，サン・パウ口市の過度

ci l都市イ仁 if済力の生，1，可工業に上る雇用問題の未解ィ:J;

などが生1_:tニのであ：：， 0 

サン・パウロ州、｜の社会は，コーヒ一時代の大量の移民

しハ到来ゃう比較的高，，・;J：民の所得水準のため． デラジル

（／ノ他の比h；こ比べ， {L；統からの変容を経験じ.：＿－＇，、ること

は明ムかであるが，社会的成層の形態，社会的流動性に

問してt土 依然伝統1/Jである。

ハッTンノンは，1960ff.頃のR"cr/.(Uサン・’ウロ市の

社会について「第1に，工業の発展は，意外に，階層間

の障壁をltlり除かたか Bた。第2，＝－，教育しη芳則土，社会

的流動十Lo勺WI加をもた（， さなかった＿1('14）と述Jえている。

最近（1967年）のベルリンキの調査でも，サン・パワ

口市でt士、 H本としご，社会流動「ilま低く， ！のF皆層に
土；l;、て，＇）］よ’上方流重lrlt

ている（i.i5、。すなわち’社会的成層の構成員は，基本的

；三再生rtきれ，上層；と多少の変化があるのみというわけ

？ある。

とすれば，教育の社会的流動性：機能も，高水準の場合

lてのみ，）8揮され乙三こになろち。約10年1)ij(l＞ハッチシ

ソンの調11:結果も，こ幻想定とー践してu、古（第4表参

照〕。

第4表 1正11水準そ 11十代潤のi也げて山変化

-1 本人の教下；水準によろグル－ .l 
父 %JI，也 ltべ｜一 一一一円ててア了寸一一一

｜ ！ 川、学制 l中等と i
本人しり地位は｜未就学小学校！と職業｜中等｜整業務大学

｜ 教官 I 打

上川正川、 133. 3% 40.6%145.2%131. l %142.7%.49 .2% 
[,¥j じ！55.6 '43.2 !40.4 142.4 I鈎 .9 ！軌o
u、低い Ill.I )16.2 114.4 却・5 :17.5 [11,8 

｜川 100.0.川
99人 426人： 104人I177人； 143人ill8人N 

（出l!/f) Hutchinson, et al., p. 193. 

(ilつ ゴ千、ノゲ tt，教Tl；／：本りljの各， •. 'l プj付：
JI, ); JJパー υr子ージ吐 r下 j0 

第4表から，教育の上昇機能は，教育水準が高いほど

大きく，とくに，大学で著しく発揮されていることがわ

均ミる。

したがって，教育によって社会上昇を望むものは，と

にかし大学を／ilることが必要なわけである。幸か，ブ

ラジノレ叶土，公J巨大学は，無俄であり，サン・パウロ十H

立大学は，外｜財政の良好なことを反映して，その設備，

教授陣も，優秀である。それだけに，競争も激しし、。他

方，高校段潜までの公立学校は，必ずしも良質ではなじ

さらに高い授業料を払って，予備校に通学するものも多

い。ハッチンソンが述べた教育の普及が，社会的流動性

のLWをもたらさなかったという現象のニl''f景には，その

ような事情も考えられる。

Ci主1) 1969半現時f，ブラシル：全士の日系人は，約

66ん，1，瓦)0人てら l，うち，ふ1)49万4000.止、凡サ〆

ウ同州I，こ，約12}]2000人がノ4ラナ小｜｜に，残り 4万5000

人がその他の緒川に住んでいる。ヂt：十ン・パウロ 1:1;4;; 

紅えt・Jr Ni! Ir 111,11におけ ζJr；人移住と，if、社会』（1969

fト）， 9ぺ－ C/ 0 

Ul: 2) Naciones Unidas, CEPAL, Estudios sabre 

la どlistribuci6ndel ingrt'sO en ,lm,'rica Latina 

(Santiago, 1967). 

これによれIf，ブラジルの所得分1riのHt定はつぎ／）

J 1とある。

クイJ紅l人口数 1人当たi
-71 I り所得l
｜る比率i I I 

I I 50 i 45,000 I 130 
[I i 40 I 36,000 I 350 
Ill I 9 I 8, 100 I 880 
IV I 1 I 900 i 6,500 
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二！乙際にはラプラジルの日系人の80%近くがすン・パウ

ロチIitこL、るので，サン・パウロイ十！の就業構成と比較Fる

必要がある。 1968年の統計では，第一次産業2:l.6%とい

う数7：が山口、る＇ •• !I＞け 1967｛ドのプラジルfl系人の京一

次産業従事二＋：は，推定50%なので， ザン・パウロナH内で

取 7・・；ジルにi七ぺ， lJ系人農業背の比率は，約2ffi土

考えんhる。

ごのii主’xとを緩めるため，サン・パラロチトIfl系人の｝;1}/!

f也全，V耳，（る（お7lz）。

召ヨ干時損害 Hで
哲B＇＂＂主 ., iネ Eドミ

668.16ケ；L斗J「ロ，す／ ・ノミウ , 111 'j 11 f1;, 1,240.44 

7 ＇ν ＇ 1 ＂二ャ； Iす •°K ,¥J ,. I 85. 65% 1::j j, ・ y ず， rnc;1ミ，
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また，中，J、；；tの生活自ij，、に，ト I·会上昇を ~/jI y‘プラジ

Jレ社会 d • u J i11Hじを遅らせ；：，唆：［，！（＼ J', ，，，、く－，／）‘icl.＇－、fごされ

る。最もE駐車喜なものは，教育脳波の分布に起悶する，都

市に比して，著しく低い文化水準である。 1968年のサン

・ノミウロH[,1＞ぷ字率に関iィ、1*,,lーでは，都ilie>tnネは

17.5%. t"Hic！主31.2%、：；－ct,）人FこしL3 ＼。祭主。こ従事しな

がら，この不利な農村生活の影響を受けないためには，

白ら家族とともに都市に住むか，学齢期の子どもを都市

の学校に留ヤきせなければなムないが，まだ経済力が低

く，家的、0)i'iiJJに依存するll系出業者にと＂＇ （，ょ，むF品・
しい同組であ五。このため， j,,J人かし、る子と iのうちの

一部を進学させることも行なわれているo

日系人（とくに一世）の強い農業志向が，その社会的

地位に，ど山上うに影響したか乞知るため :/ ＇）ア・レ

バノン系人Lνj対比を試みるι

シリア・レハノン人は，日本人とほぼ同じく，今世紀

初頭になって，はじめて，ブラジルに移住してきた。注

目すべきことは，かれらが農業に決して手を出さず，最

初から，商業，＇）みに専念し／ここどである。

日本移lt(i）！（多数は， illかせ：f農民として／；，ジノレに

はいりブラジノレ拓殖会社などの集団植民地に綾初から自

営農として入植した少教の人を除けば，ほとんどの場’合

資本をι’このとめに，コ－！＇一実場の契約’：； ；t,fi}jボー（コロ
ノ）として、品発した。そして，資本と経験の広療によ

ってのみ， Hr地農をへて， qi小L見模ながc-，も， 1'1営農と

t,cっT乙。

シリア・レパノン人の多くも，無産者だったが，同郷

や同族の結束により，信用によって，商品を借りて，奥

地にまで行商を行ない，しだいに、府舗を構え，売を後に

/ I，ふもに繊維製品｛η卸売に強L、j也ff;tぞきづくにL、／：：－、

' ［街業の性＇hi-,t＇＇！；業者よりも， s,m能力のi古iI・. も＇1'・
〈，旅行や同業者との情報交換の機会が多いので，社会

の緒」存情に通じ，新市場や，投資機会の発見のチャンス

に7.tr主れていf二L，資本の蓄積も， lt校的迅速に行なわ

1しにのであろん G

1-1本移尽力，；， :7'ラジルで離農する場｛，－，経済力ゃれ：公

的地伎が大きく飛躍することが少なく，その後も伸び悩

むといわれる。まず，農村から都市への移住によって，環

J;＇：，，の変化がある c 部diで日本移民う，i室ぶ織業としては，

/Ui，青物露天高（ノェイランテ）ぺ〉野菜の仲買人の上

うに，農業に結びつきのある職業か，日系人地区の小売

商店，その他クリーニング屋，写真屋のように，資本ば

かりでなく，あまり宍語能力や知；戒を必要とせず，守安吹

－；；’｛助にのみ依存く予る職業があ／〉。これらの職業のj也／，＇（

（）、下層の肉体労働行と同じか‘少しおい｛立であ；－：，， t 

fニ，農業背と異なり，都市のより良い教育施設を利用で

きる立場にはあるが，家族労働への依存度が強い場合に

は，｝士会上昇（／）.子段Pある子どもの大学進学iこしても，

長男 1 人だけとし、う、限られた If~でしか，させる二土が

正さない。

シリア・レパノン人の場合，長初から都市を基盤に経

済力をより迅速に上昇させた。たとえば，有力な繊維製

，＇，，＇，の卸売荷のなん人かは， 1929年のHt界恐慌の擦， cs-¥・

ーの輸出不振のため，先進雪から，商品が来なくなると

その機会をとらえて，繊維工業に進出しただけでなく，

没落したコーヒー農園主から，サン・バウロ市の目抜き

通りアヴェニ－f.，（ウリスタに，常と権力の象徴とし
く，竣いあって主主てられた大邸’むをつずつぎと嬉入Lた

tである。また，伝統的なブラジル〆人の上層との］！主婦も

多少の抵抗はあったが，この頃から行なわれるようにな

った日 4）。

〆リア・レパノン系人の全体が， IJ系人の全体主りも

i(1jし、地位にあふかどうか，正確な統：nr士ないが，少なく
とも，上層への進出度については，前者の方が歴史も古

く，規模も大きいという印象をうける。ブラジノレの上層

社会では，会同市jのi土交・スポ－＇.ソクラブが重要／：，；.き！見：

をもつが，前芸品、：単it1lHiJ＇ら，著名なクラプをもつのにけ

L ，没者は， i}i~ にできた駐在員対象の小さなスポーツ
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Ⅴ　日系人の社会上昇に対する抵抗
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人 I －，ぺあったから，’学＇／十， ~Jiい ，： i 仁 ；！系人のしめる

比二千；土， 1.33＇？；，にすぎな lι 1111句人11 、1日系人の比率

は， 3%であるカ‘九，少なくとも，や界に関Lては，選

出は，島近にはじ主り，その燃機も小さv、と b、えよう｛》

｛也の各職業につU、てL,ll系人の比中を，綿常に，i!Wす

れば，日系人の上層への進！日のl別立が椛トゾ） I'，れと3が，

さしあたり，資料不足のまま，今後の課題と Lたい。

！’， I' 1) Realiade, Suplemcntoり、pe"ialda edit;ii日

de Julho <le 1970, p. 27!, 

V 日系人の社会l：りにみi；ミ抵抗

日系人のうち，一世は，プラジノレ社会のなかで，移住：

の膝史が浅いこと，農業者や小規模自営業苦が多数を示

すことなどのため，その地位は，比較的低い。またブラ

ジル文化に対する同化の佳暖は，表而的にはともかく，

Jむの内！日におヤては，高いとはいえtよいー
この pつの証左は，日系ふ11卜のli',Jのiiふの各種新爽宗

教v＇）普吃である。日本でIiiド、f二二二：／）:,: ＇・、宗派があるの

司 lillくと，プラジJレで， I i本fちl＼＇；が（ill/i Iしたものもあ

之）どのことであった。敗戦恨のii本〈／〉！日L期の現象とも

対比して，これらの新興宗教が，日本移民の同化の遅れ

と低い社会経済的地位による心理的不安定を補償する機

能を，今日のブラジルにおいて果たしてし、るといえよう。

r 、ヲ一、－－－ .._ ＿＿＿「ザ「一義塾窓会－~～－－－「－

これ（，の新実宗教のほとんどが，現世i：利益的な教義をも

っこども興味深い。

日本杉l（（土，独特の勤勉と努力により，徐々にではあ

れ，各職業において，上昇している。農業においては，

火多数の日系人が自営農になっている。サン・パウ口市

においても，日系人の住宅地は，有名なリベルダージ地

ほから，より上級住宅地である隣接のヴィラ・マリアナ

地区や，より迷いサウデ地区にその中心を移す傾向にあ

／） 

11;;,:・.[IHこ／）いていえば，かれ人lにほとんどプラゾ

ャ人なみの？，・活能力をもち，文化的！日i]fヒI支L -i廷に比
，れlt，は；：，方、；乙高b、。意識に主jし、ても， 7弓ジル入と

:'Iぱfるものが大多数である。しかL, 1':i七土 Lては，

a世tとも，一般プラジル人とも異なる，独自なγージナ
ノレな集団となりつつあると考えられる。

わたくしは，二世青年のクノレぺ（会員制の社交組織〕

のf¥'f＼すダンス・パーティになん回か顔を出してみたが，そ

こよ；工 般.，・・；ジノレ人i土，数百人のたがで，主主人；こすぎ

「、 f;jt, f，、 I！系人の異性と，ヵ、ブノレで、予f1c・cv、るよろ

:h，／，／也1;, 日系人の悶に1::t.魚九仁川rmtから裕福

:~ '; tι大下’Lt～でが見いだされ， 暗号プご1:> Iv人のクル

) ; ' Ji, l人、各階層別iこ，横仁（）、7，が〉たtV円である

ことと対照的であった。そのため，一般ブラジル人と日

系人：＇（分つ日正は， 11系人間の階層の！被上りも厚いのでは

tn 、かと推測した。
学校で知りあった二世，三世：の学生は，教室で見ると

他のクラス・ Jートと調子をあわせていても，気まじめ

なた'h'i土法！庄のため，いく分かの呉fllf長全与えるρ 日本

心＇（/;;;rJjじf川、 c:ill:でさえ，ポルトガル，；去の会話の中で，

付？ア子ジル人を意味するガイジンといろ万一葉を使うの

はおかしカ，＿ y允。かれらは，学校の＂（:I{：会のff（すブラジ

ル的なダンス・パーティよりも，二世クノレベのパーティ

の方が，ピッタりくると考えている。本当の親友は，日

系人のなかに求めるという。

イタリア系やスペイン系の二世の場合，もはや親の国

の名で呼ばれることはないが，日系の場合は，人種的特

徴／〉せL、もあんうが，いつまでたっても，ジャポネスと

II干vfれごいるコ本人もいちいち抗議はしないので，それ

をi日2していることになる。

三れ人のJj.¥象は，日系人の同化の遅れとともに，同化lこ

対する社会的な抵抗を表わしているのかも知れない。そ

のような抵抗があるとすれば，それは，本質的には，日

系人の社会的上昇に対する，より上層の諸階層の反発で
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あり，つまりU，人種主義の杉をとっえ任会差司ljである

と考えられる。

フ弓 ）＇1レ社会；こ！そIするスナレオ・タイアに， f人係わ

Jレ、ソホ」とか［人続的民主：JcぷJ(demo,・ r,ieia racial，と

いう百薬で代表される見方がある。礁かに，今日のヅラ

ジJL,には，南アブリカのア r;・ J［.， トヘイト内ようないえr;:，，な

人wr：，けはなi，うh陪史とr.1』＇L'.を検討Utii，そ）） 仁う
な児方は，一種の神話であることがわかる。

「’ ＞Jレの人f,f(l義は，；ril(:J也時代，／け、湿関係に起源

をも一一iャ。当ff,.'J,I）人種関係ヅ）五七礎は， （> Jイオの似lj[i,

奴隷化についで導入され， 1888年まで存続したアブリカ

入量ぷ如何jであ－，ι ジJレベIレト・ブレノ lの指摘しりよろ
にi, I守ブラシ Iレr会の原型式，北東郎J)/1タ糖農IiI r1i n 
fl人の主人と，黒人奴隷からなる二分社会であり，その

後， h人が黒人心γiに生ませヤ混血児♂、欧容など山'i'

問J,:,1土形成し， Lどいに， り，！（と階層プJIVl1系は， t>l:•Ji{七

してきたが，今日の社会の人種関係も，謀本i'l'Jには‘ t1/(
民地時代の人種七議の強い影響下にある

f二,I,':・ 1 往日一I•.'J＼；；岡J：σイ；Iii(i(t観の影事：＼！＿ ;I:けていイ＇，

IJ <JJ上局社会It，人種主義の恨拠地となってu、る3 今r1

の中間！脅；±，かなりの混血的要素を合むゆえに，あからえ

ま土、 11人優匙：了：，iえる人附｜一義を支；tI ／五い。 二し J，＇二
め，たとえば，日系人は，同化しない，境ましくない分

子である，とu、う人種ci：義の変種が用いられるのである。

ブ勺ルの入品三義のだjはを歴史む川：；こもと，＼＇ノ Cみ

る。 19世紀後半の近代位攻策の一環であるヨ一口、ソノ、秒

LI/;の導入の忠、想的背景には，欧米をモヂノレ悦－t－る実証主

義（｝〉恥itivismoJ l二ともに守 1"11:1!;の白色人湿ないLI IJ 

アン人種化（a rianiza~iio）という思想があった。

日本移民がはじめてブラジルに入国したのは， 1908年

であ＇ I ／二。 19世紀末に，ブヲジノレへの：1ーロッパ防l（の

3分の2をしめていたイタリア人が，今世紀初頭に，イ

タリア政府の禁止令のため，移住できなくなり、その結

果生じ三コーヒ一民国の労働力不足を抗日fこめ， rq内の

人種論的反対をおしきって，日本移民が招かれたのとあ

った。

1945ffの移民法改正の際の審議会会長カステロ・ブ女

ンコは， 「現在起草してU、る法案には，周符，経歴， m
身閣のいかんを問わず，すべて有色分子と呼ばれる，黄

色人；｛，黒色人f,]i;その他の符民主絶対トこ決Jr:することノ士
提案したい0 ......」白 2）と大統演に提案Lfこ。

1946年の憲法制定会議においては，ブラジルの連合国

側j参戦， 日本の敗戦， 「勝士ノ紐」のテ ＼1 j1 i牛などの長努
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によ9，反11論が強く， H本移民排斥条項が提案された

が，あやうく，一票の遣で否決されたのであった。

戦後から今iiまで， 日系人の社会（l'Jーと昇は， しだいに

ばi；＼になっこぎた。この収象は，より上層の諸階層を脅

かし， f氏抗をひきおこす可能性がある。日系人の社会的

上げは，上トム見れば‘ ll系人が元来割りあてられた

「ff，｝）き蜂j としての役刈そ果たさず，自分たちのj創立を

求めて，競争しているということである。現に，日系二世

の顕著な大学；佳学熱lこけして， 「おれたちの分打席まで

と，てしまうjという反発がでているr主 3），とし、う。

この上うな反発は，日系人が社会の上層に進出するに

つji，強くみ仁3かもしれノhい。スてスによれば，今日の

／うゾルでJ土、公的には．人種c)f¥JIJ f:t存在しないとさ

れ，公然える人種差別j的行為は，非ブラジノレ的と攻撃さ

れ宅。しかし実際には，エリート階級の白人のみの排他

的人種済成｛仁ほとんど影響を受けていない9 それは，

ブラジノレの強聞な家族制度と意図的に行なわれる結婚相

手の選択によって，保；圧されている（注4'o 
「ゼヴエ』 ]iの研究i,. I王ぼ同じ上うな判断を示して

いる（第1悶参照）。わたくしの印象でも，サン・パウロ

チHにおいては，皮膚の色のうすさと地位の高さは，大体

JY,]fろがあるようであるJ そして，男女のカッ－7＂ル企見て

も，不思議なほど，皮膚の色合が同じである。混血の男

久の場合でも，ほとんどの場合，混血の度合いまでが同

仁火のであ：与に

ffil図 ブラジルの社会的！皮膚とその人種構成

ドi人と見なきれる

中間層
←教育や生活に大きな

断絶

Fl丙

C!UiヲD Thales de Azevedo, Ensaios d,, antro-

j>ologia social (Salvador, 195!-J), p. 114. 

ブラジル社会，とくに，上層では，拡大家族，擬市l家

政（名付付税などの親分子分関係）や，パネラ（なべ〉



Ⅵ　あとがき

1971040095.TIF

r一、一一」一、一一～♂ －戸、－－ーー」－－－「－－－－－－一一一－－ー’－－－一一一一現地報告－ ..，.－－－－－－、一一

あ

嘆するに平凡なもむ命だが，ブラジル［！系人の地位は，
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II系人のこれからの世代は，ブラジル社会で，よりよ

し寸也1；，：を求内、同｛ヒナるために， 自らのi勾の日本i'l'Jなも
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オもることになろう。
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'71）人であろっ

(it 3) l、T「2f:む令 N「ラ 'r ノ（（） 114人I( 1li1: IJl>i/' 『 . 

Ill: ;r.， なカ ii, II木』，取1;(, NHKプノクス， 19691；つ，
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二変転 I.／－。：刀、十 i干,v, ：.~，この上ペアょ＇h'i勢三 li"i 士え行うえて
あ:ir Vii，.：；，：：了f{, ;Vo •) • ハーーシコマ／， ミノ［.ゲーノし，ヌ／レグセ，

ロメ 1 ，テイン p、 ラン以ト内外の80人に及ぶ続｛芹学者九文，

1liJ：を取り i二げ，，ruをの侭IIM';i3 凶l1tl発理論（｝） 併殺討＇.＂ I.，理論的
究明を試み／〉。

本J;,l, 「南北i::1b予jをより鮮明にj芋3彫りにする意味でも，
if,リ；＇な布 IiLなと好著である。

)'.!r, /~ 
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